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研究成果の概要（和文）：　本研究は、人がリジリエンスを発揮するために必要となるコミュニティ資源のつい
て、実証的に明らかにすることを一大目的としている。コミュニティ・リジリエンスに関連する文献調査を精力
的におこない、日本の地域福祉との関連について、また量的及び質的調査により、「困り感」を抱えた若者のリ
ジリエンス発揮とコミュニティ資源との関係を明らかにした。また、大学生500名への調査を実施し、「リジリ
エンス測定尺度」の妥当性を確認することができた。
　加えて、リジリエンスの理論と思考やその具体をまとめた著作『レジリエンス研究―レジリエンス思考に基づ
くソーシャルワーク実践』を出版した。

研究成果の概要（英文）：　　The main objective of this study is to empirically clarify the community
 resources that are necessary for people to demonstrate resilience. We conducted a vigorous 
literature review on community resilience and its relationship to community welfare in Japan, as 
well as quantitative and qualitative research to clarify the relationship between resilience and 
community resources for young people with a sense of "neediness. We also conducted a survey of 500 
university students to confirm the validity of the "resilience measurement scale.
　　 In addition, we published a book, "Resilience Research: Social Work Practice Based on 
Resilience Thinking," which summarizes the theory and thinking of resilience and its specifics.

研究分野： ソーシャルワーク実践理論

キーワード： レジリエンス　リジリエンス　resilience　adversity　ソーシャルワーク　レジリエンス測定尺度　コ
ミュニティ・レジリエンス　ユース・ソーシャルワーク

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　レジリエンス概念や思考は、さまざまな領域・分野において紹介され、取り扱われているが、どちらかという
とパーソナルなレジリエンスに焦点化されている場合多い。しかしながら本研究では、コミュニティ・レジリエ
ンスに着目し、個と環境の交互作用の視点から、人がレジリエンスを発揮するためのコミュニティ資源のあり方
を考察している点に意義があると考えられる。
　また、新しい「レジリエンス測定尺度」の妥当性を示した点、ソーシャルワーク実践におけるレジリエンス概
念を広範囲から整理した点に学術的意義を見出すことができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
人が深刻な逆境や脅威に見舞われた際、その衝撃を被るものの、ポジティブな適応が生ま

れることがある。そのことを端的にリジリエンス（復元力）とよぶ。本研究は、「人のリジ
リエンスには、心理的要因以上に、コミュニティの資源が作用しているのではないか」とい
う学術的問いを基に、人がリジリエンスを達成できるために必要なコミュニティの資源・環
境について、日本および北米の複数のコミュニティにおいて、聴き取り調査による実証研究
を実施することにより、生活支援に必要な資源とその供給方法を探究することにある 
 
 
２．研究の目的 
本研究の中心概念であるリジリエンスを簡潔に表現すれば、それは、深刻な逆境や脅威

（adversity）が現れ、その衝撃を被るものの、その後にポジティブな適応が生まれること
にある。本研究の一大目的は、リジリエンスの過程研究および、リジリエンスを意図的に生
み出そうとする実習研究を基に、社会生態がもつリジリエンスの促進資源と供給態勢、とり
わけ、人がリジリエンスを達成するために必要なコミュニティの資源や環境について、日本
と北米の比較調 
を通し、生活支援に必要な資源とその供給方法を探究することにある。本研究により、人が
リジリエンスに至る要因の多くがコミュニティのあり様によることが判明すれば、ソーシ
ャルワークの方向性は大きく転換することになる。 
 
 
３．研究の方法 
目的を達成するため３年間の研究期間を設定し、①人のリジリエンス促進に影響を与え

るコミュニティ・リジリエンスの理論枠組みを精緻化し、②７つのリジリエンス資源を基盤
にしたリジリエンス促進要因把握のための調査項目の検討をおこない、③2018 年に大震災
に見舞われた北海道胆振東部地域および、地震等の被害も多い中、ソーシャルワーク支援に
おいてコミュニティ資源の充実が評価されている釧路市、浦河町において調査項目即し聴
き取りによる実態調査をおこなうことを計画した。 
しかしながら研究期間がコロナウイルス感染下となり方法の大幅な変更を余儀なくされ、

コミュニティ・リジリエンスに関連する文献調査を精力的に実施するとともに、「困り感」
を抱えた若者のリジリエンス発揮とコミュニティ資源の関係に焦点化し、若者と支援者を
対象としたインタビュー調査を実施した。 
 
 

４．研究成果 
コミュニティ・リジリエンス概念と日本の地域福祉との関連について整理をすることが

できた。また「困り感」を抱えた若者のリジリエンス発揮とコミュニティ資源の関係に焦点
化した若者と支援者を対象としたインタビュー調査等から、その関係について整理するこ
とができた。さらに、リジリエンスを測定する尺度（日本で初めて使用した尺度）を用いた
量的調査を、選考の異なる大学生 500 名超に実施し、リジリエンスを把握する尺度の妥当性
について確認することができたとともに、若者のリジリエンスを構成する因子を二つ（「自
分にとっての支え」、「他者や周囲とのポジティブな関係」）確認することができた（次頁に、
実際の測定尺度と因子分析の結果を添付した）。加えて、本研究の集大成として、リジリエ
ンスの理論と思考やその具体をまとめた著作『レジリエンス研究―レジリエンス思考に基
づくソーシャルワーク実践』を出版（福村出版）した。 
 

  



 

成人用レジリエンス尺度（ARM-R）日本語版 

 

以下の記述は、あなたに、どの程度あてはまるかお答え下さい。  

あてはまる番号ひとつに、○をつけて下さい。正解や不正解はありません。 
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（1）私は、周りの人とうまくやっていける 1 2 3 4 5 

（２）資格を取得したり、スキルを向上させたりすることは、自分にとって重要であ

る 
1 2 3 4 5 

（３）職場、家庭、その他の公共の場など、さまざまな社会的状況の中で、どのよ

うに振る舞えばよいか知っている 
1 2 3 4 5 

（４）家族は自分を支えてくれる 1 2 3 4 5 

（5）家族は私のことをよく知っている（たとえば、友人は誰か、何をするのが好き

かなど） 
1 2 3 4 5 

（6）お腹が空いた時は、たいてい十分な食べ物を手に入れることができる 1 2 3 4 5 

（7）人（他者）は、私と一緒に時間を過ごすのが好きだ 1 2 3 4 5 

（8）悲しいときや心配なときなど、自分の気持ちを家族やパートナーに話してい

る 
1 2 3 4 5 

（9）友だちに支えられていると感じる 1 2 3 4 5 

（10）自分はコミュニティ（地域社会）に所属していると感じている 1 2 3 4 5 

（11）私の家族やパートナーは、私が病気やトラブルに見舞われているときな

ど、つらいときに、私を支えてくれる 
1 2 3 4 5 

（12）私の友人は、私が病気やトラブルに見舞われているときなど、つらいとき

に、私を気づかってくれる 
1 2 3 4 5 

（13）私はコミュニティ（地域社会）の中で、公平に扱われている 1 2 3 4 5 

（14）自分が責任を持って行動できる人間であることを、人（他者）に示す場面

や機会がある 
1 2 3 4 5 

（15）家族やパートナーと一緒にいるときは安心できる 1 2 3 4 5 

（16）生活の中で自分の能力を発揮する機会がある（技術を使う、仕事をする、

人の世話をするなど） 
1 2 3 4 5 

（17）自分の家族やパートナーが持っている文化や生活様式、家族が何かを祝

う方法が好きである（お盆やお正月、記念日や祝祭日の過ごし方、その他の

生活様式や文化について学ぶなど） 

1 2 3 4 5 

注）オリジナル版は、https://cyrm.resilienceresearch.org/ から入手可能である。 

 



 

ARM-R の因子分析の結果 

 

 

注）分析にあたっては、バリマックス・ローテーションを用いた。 

 

 

因子

　　　　　　　　　　　因子と項目 I II

因子I　：　自分にとっての支え　（α＝.92）

(11)私の家族やパートナーは、私が病気やトラブルに見舞われているときなど、つらいときに、私を支えてくれる 0.863 0.281

 (4)家族は自分を支えてくれる 0.835 0.185

(15)家族やパートナーと一緒にいるときは安心できる 0.767 0.332

(6)お腹が空いた時は、たいてい十分な食べ物を手に入れることができる 0.645 0.293

(5)家族は私のことをよく知っている(たとえば、友人は誰か、何をするのが好きかなど) 0.638 0.309

(12)私の友人は、私が病気やトラブルに見舞われているときなど、つらいときに、私を気づかってくれる 0.636 0.450

(17)自分の家族やパートナーが持っている文化や生活様式、家族が何かを祝う方法が好きである(お盆やお正月、
記念日や祝祭日の過ごし方、その他の生活様式や文化について学ぶなど)

0.621 0.399

(9)友だちに支えられていると感じる 0.602 0.472

(2)資格を取得したり、スキルを向上させたりすることは、自分にとって重要である 0.457 0.331

因子II　：　他者や周囲とのポジティブな関係　（α＝.86）

(14)自分が責任を持って行動できる人間であることを、人(他者)に示す場面や機会がある 0.171 0.651

(10)自分はコミュニティ(地域社会)に所属していると感じている 0.338 0.649

(7)人(他者)は、私と一緒に時間を過ごすのが好きだ 0.308 0.637

(16)生活の中で自分の能力を発揮する機会がある(技術を使う、仕事をする、人の世話をするなど) 0.207 0.634

(1)私は、周りの人とうまくやっていける 0.271 0.623

(13)私はコミュニティ(地域社会)の中で、公平に扱われている 0.492 0.609

(3)職場、家庭、その他の公共の場など、さまざまな社会的状況の中で、どのように振る舞えばよいか知っている 0.285 0.533

(8)悲しいときや心配なときなど、自分の気持ちを家族やパートナーに話している 0.400 0.444

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　因子間相関　 Ⅰ　　　―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅱ　　0．65
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